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を得ない自治会が多く、役員報酬や作業日当の引き上げなども困難であり、

自治会役員の引き受け手や自治会内作業への参加者が減少する一因ともな

っています。 

 こうしたことから、それぞれの自治会がニーズに応じ柔軟に活用できるよ

う、自治会活動を支える補助金の見直しの検討が必要です。 

 

（１）共同集会施設の新築、改修、耐震等の補助金 

この補助金は、「基幹集会施設」のみを対象としていますが、特に農山村

地域では、自治会を構成する「班」が集会施設を持ち、自治会を支える班活

動を行っており、班住民の費用負担は大きい現状です。  

①「基幹集会施設」に加え、「班」の集会施設の補助対象への追加、若しく

は別途補助金の創設 

②改修補助金は、交付後 5 年間は交付されないが、年次計画による改修を

可能にするなど、交付制限の期間の見直し 

③基幹集会施設の改修等が緊急に必要となった場合は、当年度に補助要望

と申請も可とするなど柔軟な対応を図る。 

 

（２）コミュニティ活動等交付金 

この交付金は、環境整備や自治会施設の維持管理や運営に関する自由度

の高い交付金であり、今後の自治会活動を支援する上で重要です。自治会

が地域課題解決や住民ニーズに応じた独自の取り組みを一層推進できるよ

う、地域の状況に合わせて自由に使える工夫が必要です。 

①コミュニティ活動交付金 

基本的な自治会活動を支援するため、現行の均等割額に加え、世帯割

による加算を導入。また、自治会費の減少が著しい自治会については、新

たな補助算定基準を検討。 

②地域環境整備交付金 

市内の自治会は 50世帯未満から 1,500世帯を超える規模まで様々です

が、均等割額は一律年額 10,000円、世帯割額も 1世帯 280円と一律の基

準で算定されています。 

自治会それぞれが、地域環境整備に必要な事業を十分行えるよう、自

治会の規模に応じた見直しが必要です。 

 

２  住民の安全・安心、生活環境を確保する補助の充実 

地域内の災害や犯罪防止のため、自治会では防災用資機材の整備や防犯

灯設置などを行っており、一層の整備を希望する自治会が多い状況です。 

（１）防災用資材、防犯灯、小型除雪機等補助金 

 災害や防犯の対策は自治会の最大課題であり、地域防災力の向上を図る

必要があります。 
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①現年度に必要となる緊急度の高い防災用資材、防犯灯の設置等は、現

年度の申請や交付も可能として予算面の対応も図る。 

②防犯灯の撤去単価を増額し、破損修理も対象とする。 

③自治会が行う市道の除雪に対する燃料等への補助 

 

（２）ごみ集積場設置、資源回収促進補助金 

資源としてリサイクルできるものは回収して、ごみの減量化と生活環境

の保全を推進するため、次の検討が必要です。 

①ごみ集積場の修繕も補助金の対象とする。 

②回収単価が下落しており、回収最低単価（３円/㎏）の増額と一升びん

や布類の回収の推進 

  

３  自治会事務の合理化と運営への支援 

（１）補助金の見直しに加え、次の検討が必要です。 

①自治会の負担軽減の一層の推進や、運営に関する研修などの充実を図

るソフト面の支援 

②住民への効率的な伝達方法の検討と、自治会の相談が円滑に進むよう

行政側の職員の配置 

 

４ 自治会長に対する丁寧でわかりやすい補助制度等の説明 

（１）自治会長が 1 年で交代する自治会も多いことから、補助金制度の理

解を深め申請等の手続きの円滑化を図るための検討が必要です。 

①地区連合会ごとの説明会の開催や、補助を活用した実例を市ホームペ

ージへ掲載 

 

５ まとめ 

今回のアンケート調査は、市内 241自治会中、左岸地域の 63自治会長を

対象に行ましたが、別添資料のとおり様々な意見や要望が寄せられました。 

この意見書には、主な課題と思われる項目を記載しましたが、その他の

意見や要望も今後の補助金実施の参考にしてください。 

市の財政は、将来的に大変厳しい状況が続く見込みでありますが、地域

内分権の確立に向けて自治会への支援の充実強化は不可欠と思われます。 

本意見書の提言内容の実現に向けては、上田市自治会連合会などとも協

議を図り、よりよいまちづくりを進めていただきたいと思います。 

 

資料１ 参照 
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 「食事を介した多世代交流の場」への支援について    

（第２分科会） 

 

 

 

 

 

意 見 内 容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第２分科会では、地域の教育や福祉の課題について、研究を行っています。 

報道では、子どもの「相対的貧困率」や不登校児童生徒の増加が深刻な社

会課題になっている事を伝えています。私たちの地域でも、コロナ禍による

行事の中止や縮小で多世代交流の場がなくなり、子どもたちの参加も少なく

なりました。このような状況を改善するため、新しい取り組みとして公民館

を利用し「食事を介した多世代交流の場」の開催を提案します。 

上田市では、現在約 12カ所で「子ども食堂」が開催されています。 

このうち、塩田地区・武石地区では公民館を利用した「子ども食堂」が運

営されており、塩田地区の「みんなのしおだ食堂」は、令和元年長野県教育

委員会から「公民館活動アワード」を受賞しています。 

 第 2分科会では、「みんなのしおだ食堂」を視察し、参加者や運営スタッフ

から下記のような意見を聞き取りました。（資料 2-1 参照） 

成 果 

１ 参加者のほとんどが親子参加で保護者も楽しんでいる（母親の居場所に

なっている） 

２ 学習支援が受けられる。（長野大学学生ボランティアによる） 

３ 公民館で行っている安心感から気軽に参加できる。光熱費等無償で利用

させていただくメリットが大きい。 

４ 運営に参加するボランティアの生きがいになっている。 

課 題 

１ 「子ども食堂」という名称は、正しい理解が浸透している状況でないた

め、多世代交流の場、居場所作りの場としてのアピールが必要である。 

２ 運営スタッフの高齢化（発足当時からメンバーが変わらない） 

３ 平日の午後に運営できれば良いが、現状は厳しい。 

 

 この視察から、「信州こどもカフェ」事務局、長野大学「地域づくり総合セ

ンター」の関わりが重要と知り、それぞれの担当者から聞き取りを行いまし

た。 

その結果を精査し、第 2分科会として以下の通り提言します。 

 

（提言内容） 

１ 信州こどもカフェ対応窓口の設置 

長野県では、学習支援、食事提供、多世代交流、悩み相談、学用品等のリユ

ースなどの複数機能を無償または安価で提供し、月１回以上計画的に開催さ

れている子どもの居場所を「信州子どもカフェ」と呼び取り組みを行ってい

ます。（資料 2-2 参照） 
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東信地区は上田地域振興局総務管理課県民生活係が信州子どもカフェ事務

局となっています。これに対応する上田市としての窓口設置を希望します。 

窓口の機能として、県と市の連携、上田市公民館等への情報提供が必要と

考えます。 

 

２ 公民館への要望 

（１） 信州子どもカフェ事務局は新たな「子ども食堂」の立ち上げ、食品等

供与に協力しています。同事務局からの情報やこども食堂の資料を設置・

掲示し、積極的に地域発信していただきたい。 

（２） 上田市の「子ども食堂」は民間施設を利用しているところが多く、光

熱水費等の値上がりに苦慮しています。上田市として、公民館施設の無償

提供、光熱水費の免除について、今後も継続していただきたい。 

（３） 上田市の「子ども食堂」運営主体は様々です。公民館は、施設提供者

であり、運営は他団体が行う事になります。すでに活動している「子ども

食堂」には、公民館利用のメリットを伝えていただきたい。また、新たに

運営を行おうとする者に対しては、県や市、社協等の支援について情報を

提供していただきたい。なお、運営主体として考えられる団体は以下の通

りです。 

① 住民自治組織 

② 社会福祉協議会 

③ 地域包括支援センター 

④ 民生児童委員会 

⑤ NPO法人 等 

 

３ 社会福祉協議会等活動を支援する団体への支援 

家庭で余っている食べ物を地域や職場などに持ち寄り、それらを取りまと

めて地域の福祉団体や施設、フードバンクなどに寄付する フードドライブ

は、左岸地域でも複数の地域で行われています。この事業や子ども食堂を支

援する社会福祉協議会等の団体に対し、上田市として総合的な支援を希望し

ます。 

 

４ 長野大学との連携強化について 

2017年の公立化に伴い「地域づくり総合センター」が設置されました。地

域の資源や課題の掘り起こし、課題への取り組みのコ―ディネート、学生ボ

ランティアの派遣等を行っています。学生達が、さらに市や地域の福祉活動

へ参加しやすい環境となるよう、ボランティア活動が単位認定に繋がるよう

なシステムづくりを大学側と検討していただきたい。 
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件  名 

 

 

城南、塩田、川西地域の既存資源を有効活用した地域活性化策について  

（第３分科会）            

 

 

 

 

 

意 見 内 容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第３分科会は（産業・地域振興）が調査研究のテーマで、左岸地域の既存

資源を有効活用した地域活性化策について、調査研究を行いました。 

 

１ 左岸地域（城南、塩田、川西の３地域）の特徴 

・城南地域は、宅地化が進み、人口が増え、商業系施設の集積地 

・塩田地域は、豊かな田園風景と文化遺産と別所温泉を有する観光地 

・川西地域は、豊かな農地、山林に恵まれた田園地帯 

 

２ 地域資源 

・上田電鉄別所線と国道１４３号があり、城南、塩田地域は別所線、川西、城

南地域は国道１４３号でそれぞれ繋がっている。 

・沿線には、魅力的な観光・文化遺産、農業資源がある。 

 

  調査研究を行う中で、既存資源のひとつである農業資源を活用した地域活

性化策について、以下のとおり提言します。 

 

（提言内容） 

１ 左岸地域における農産物のブランド化を推進し、生産力向上と生

産者、農業者団体が安定した収益が得られるよう継続的な支援・育

成をお願いします。 

 

【現状】 

・上田市は、気候風土が生み出す高品質で多種多様な農産物を「信州なない

ろ農産物」としてブランド化と地産地消を推進しております。山口大根な

ど地域ブランドとして販売ル－トが確立されている事例もあります。 

・丸子地域陣馬台地のワイン用ぶどうを使用したシャトーメルシャン椀子ワ

イナリ－、稲倉の棚田の酒米により醸造された日本酒などが認知度の高い

事例となっています。 

・塩田産大豆「ナカセンナリ」を使用し、加工した味噌、豆腐などは、こだわ

り商品として各地で販売されています。 

・浦里地域にＪＡが規格外の農産物の加工工場としてドライフルーツ、乾燥

野菜の生産施設を整備し、試験販売が開始される予定です。 
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【課題】 

・左岸地域では、米、麦、大豆、ぶどうなど高い晴天率、適度な雨を活かした

農産物が生産されているが、小規模栽培も多く、ＰＲ不足もありブランド

化に向けては、生産者、関係機関、市が連携し取り組みを進めていくこと

が必要です。 

・農産物を加工し商品として販売する 6 次産業化は、費用面、衛生管理、専

門的知識が必要で、生産者、農業者団体にとっては、大きなハードルです。 

又 農産物を安定して供給できる生産体制が必要と考えます。 

・持続可能な農業を維持するため生産者の安定した所得の確保が必要です。 

 

【提言】 

（１）左岸地域で栽培されている「こうじいらず」、「ナカセンナリ」の大豆は、

希少性のある品種です。地域ブランドとして広く認知されるよう関係機

関と連携の上、ブランド化の推進に向けた取り組みと６次産業化による

新たな商品開発の提案について支援をお願いします。 

 

（２）こうした特産物が継続して安定的に生産できるよう遊休農地の活用に

ついて検討をお願いします。 

 

（３） 浦里地域で取り組んでいる農産物規格外品の乾燥工場の加工、販売に

ついて、食品ロスの解消、生産者の所得向上など新たな価値観として期

待がされていますので支援をお願いします。 

 

２ 左岸地域における特産物の知名度の向上を目指し、多様な PRと販

路開拓、販路拡大による地域活性化の推進をお願いします。 

 

【現状】 

・上田市は、地場産品を使用しメニューを提供している店を地産地消推進店

として認定し、ブランド化を図る取り組みをしています。 

・姉妹都市である東京都練馬区に上田産品を取り扱う「信州上田物産館」を

整備し、新たな販路を開拓しています。 

・情報発信の手段として、ＳＮＳを活用したＰＲを行っています。 

 

【課題】 

・地産地消推奨店を例にとっても、左岸地域において、制度を知らない店舗

もあると聞いています。効果的な周知の方法の検討が必要です。 

・左岸地域は、青木峠バイパス開通後の地域間交流の促進が期待されます。

先を見据え、通過点にならず地域に滞留してもらう取り組みが必要と考え

ます。 
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意 見 内 容 

・上田市内外の幅広い年齢層に左岸地域の特産物を目にしてもらうために

は、多様な販路の開拓、拡大が必要です。 

 

【提言】 

（１） 地産地消推進店の周知を制度面も含め広く行ってください。 

 

（２） 「ナカセンナリ」を使用した味噌に代表される大豆加工品について

は、購買意欲がわくプロモ－ションと付加価値を付けたＰＲをお願

いします。 

 

（３） 小規模でも地元生産者が販売できる施設の充実が必要と考えます。左

岸地域の空き家、空き地を含めた利活用について、希望者と物件所有

者との協議に協力をいただくなど地域活性化への支援をお願いしま

す。 

 

（４） 別所温泉観光協会と上田電鉄との協業による、別所線の無人駅を利用

し、物品販売及び各種サ－ビスを行い、誘客の向上を図る「無人駅ナ

カサ－ビス」が開始されました。新たな販路開拓、販路拡大の手段と

して期待されますので取り組みに対し支援をお願いします。 

 

 資料 3 参照 
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第 9期上田左岸地域協議会 

１． 開催経過 

令和 4年度 

回数 期  日 会議内容 

第 1回 令和 4年 4月 20日 （水） 合同委嘱式終了後開催 

第 2回 5月 19日 （木） 
・地域協議会について 

・地域協議会開催日程について ほか 

第 3回 6月 16日 （木） 塩田平の日本遺産視察 

第 4回 7月 19日 （火） 
・川西地域内視察 

・市民の森スケート場の廃止について 

第 5回 8月 4日 （木） 城南地域内視察 

第 6回 9月 15日 （木） 

・上田市の公共交通の課題と地域公共交通計画

の策定について 

・上田・長野間における水道事業広域化の検討に

ついて 

・調査研究について 

第 7回 10月 20日 （木） 調査研究について 

第 8回 11月 17日 （木） 
・分科会について 

・各分科会協議 

第 9回 12月 15日 （木） 分科会ごとの調査・研究 

第 10回 令和 5年 1月 19日 （木） 分科会ごとの調査・研究 

第 11回 2月 16日 （木） 

・旧西塩田小学校施設の譲渡について 

・上田市文化財保存活用地域計画について 

・令和 5年度わがまち魅力アップ応援事業選考

審査会 

・分科会ごとの調査・研究 

第 12回 3月 16日 （木） 

・住民自治組織交付金要綱及び活力あるまちづ

くり支援金の一部改定について 

・分科会ごとの調査・研究 
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令和 5年度 

回数 期  日 会議内容 

第 1回 令和 5年 4月 20日 （木） 分科会ごとの調査・研究 

第 2回 5月 18日 （木） 

・上田市塩田の館の有効活用について 

・各分科会からの中間報告について 

・分科会ごとの調査・研究 

第 3回 6月 15日 （木） 分科会ごとの調査・研究 

第 4回 7月 20日 （木） 分科会ごとの調査・研究 

第 5回 8月 17日 （木） 
・住宅政策課による施策説明 

・分科会ごとの調査・研究 

第 6回 9月 21日 （木） ・分科会ごとの調査・研究 

第 7回 10月 19日 （木） 

・上田市都市計画マスタープラン及び上田市立

地適正化計画の改定について 

・分科会ごとの調査・研究 

第 8回 11月 16日 （木） 

・各分科会からの調査研究にかかる進捗状況の

報告 

・分科会ごとの調査・研究 

第 9回 12月 21日 （木） 
・上田市に提出する意見書（案）について 

・分科会ごとの調査・研究 

第 10回 令和 6年 3月 19日 （火） 意見書に対する市からの回答について 
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２． 分科会名簿                                  

第 1分科会                                             

氏 名 選出団体等 地 区 

宮澤 広一（令和 5年 3月まで） 川西商工振興会 川 西 

加藤 静雄（令和 5年４月から） 川西商工振興会 川 西 

小林とみ子 個人依頼 城 南 

◎小山  晃  川西地区自治会連合会 川 西 

 富田健一朗   医療法人共和会塩田病院 塩 田 

小熊 充（令和 5年３月まで） 塩田地区自治会連合会 塩 田 

○羽田 明（令和 5年 4月から） 塩田地区自治会連合会 塩 田 

      樋口かほる 塩田の里交流館運営委員会 塩 田 

 

第 2分科会 

氏 名 選出団体等 地 区 

◎浅川  司 個人依頼 塩 田 

田中 敏子 川辺泉田まちづくり協議会 城 南 

○西入 直喜 城南地区環境建設協議会 城 南 

宮坂 文子 個人依頼 城 南 

遠藤 直子（令和５年３月まで） 川西地区民生委員・児童委員協議会 川 西 

宮﨑 直子（令和５年４月から） 川西地区民生委員・児童委員協議会 川 西 

宮下 法子 塩田地域学校共同活動運営委員会 塩 田 

清水 美穂（令和５年３月まで） 川西小学校 PTA 川 西 

栁澤 裕理（令和５年４月から） 川西小学校 PTA 川 西 

   

第 3分科会 

氏 名 選出団体等 地 区 

〇赤堀 三幸 個人依頼 川 西 

  田村 実英 個人依頼 川 西 

     ◎松田 和夫 上田原地域商工振興会 城 南 

安江 昭彦 川辺町商工振興会 城 南 

山岸巳津雄 北天神町古吉町線道路拡幅促進会 城 南 

倉島  博（令和５年３月まで） 別所温泉観光協会 塩 田 

山田 圓淳（令和５年４月から） 別所温泉観光協会 塩 田 

      和田 昭子 JA信州うえだ塩田支所 塩 田 

                                        

◎分科会長  〇副分科会長 







問１　上田市の自治会対象の補助制度について

【1-1】上記補助制度に対する意見や要望がありましたらお聞かせください

№ 補助制度 意見

1 共同集会施設の新築補助金
・(城下)小さな自治会で新築は可能なのでしょうか？防災を含め

場所、費用など大変難しく思います。

2 共同集会施設の耐震補強工事補助金

・(塩田)自治会に対し格別な御配慮をいただきありがとうござい

ます。7月3日に公民館耐震補強工事補助金要望書を提出しており

ます。令和6年に着工できるようによろしくお願い申し上げま

す。

・(川西)自治会内には基幹集会施設以外に9地区に集会施設があ

るが、耐震診断も行われていない施設がほとんど。修繕費の積み

立てを行っている地区もある一方、行っていない地区もある。耐

震診断も含め耐震補強工事を実施できるよう補助していただける

とありがたい。

・(担当課に情報提供済み)(川西)以前市が「〇〇センター」の耐

震診断を実施したと聞くが、その結果が自治会に伝わっていな

い。また、工事を行うにしても50％の補助では自治会の負担が大

きすぎ実施は困難と思われる。

3 共同集会施設の改修補助金

・（担当課に意向を伝えた）(城下)共同集会施設(市の所有施設)

は建築後相当期間が経過し老朽化が顕著となってきている。現状

を市の担当者との懇談会等の実施により意見交換させていただい

たら幸いと考えている。

・(川泉)今後必要になる可能性あり。

・（担当課に回答を依頼した）(塩田)台所兼事務所の建屋（本館

に連結部）を改修した場合はどの位の補助ですか？限度額は？

50％ですか？500万円？審査に必要な提出書類は？提出期限は？

・(塩田)改修補助金は一度補助が出ると5年後まで次の要望に対

する補助金が出ないが、改修がたくさんあるので停止期間を短縮

して欲しい（2年後とか）。

・（担当課に回答を依頼）（塩田）最近の実施例にエアコン更新

とありますが、冷蔵庫の更新は対象になるのでしょうか？

4 共同集会施設の敷地購入補助金

5 コミュニティ活動等交付金
・(川泉)ポイ捨て禁止の幟を自立式にしなければならず（橋や

ガードレール支柱禁止）、そのための杭も支給して欲しい。

【意見】上田市のまちづくりに関する補助金等アンケート
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7 防犯灯の電気料補助金
・(川泉)電気料金については今後下がる見込みはないので補助率

の引き上げを希望します。

8 防犯灯の設置事業等補助金

・(川泉)破損等の修理も対象として欲しい。

・(塩田)限られた予算の中ありがたく思う。

・(塩田)ポール撤去が上限10,000円だが、撤去し処分してもらう

のに高額な費用がかかるるので、もう少し金額を上げて欲しい。

・(塩田)金額の上限設定でなく、設置台数１台についての補助金

にして欲しい（1年に1台しか防犯灯が設置できない）

9 小型除雪機購入費補助金

・(塩田)自治会が自主的に市道を除雪する場合、除雪に関わる①

車両の燃料費・修繕費、②オペレーターの人件費、③車両の保険

料・各種税金などの費用の補助をお願いしたい。市道であるので

本来は市が責任をもって行うべきべきだが、自治会が肩代わりし

て行っている。

・(塩田)除雪機本体の補助があっても除雪する方への手間賃など

ソフト面の補助が欲しい。除雪をボランティアに頼るのは限界が

ある。

6

消防施設等整備費補助金

自主防災組織防災用資機材購入

補助金

・(川泉)避難設備の充実を図りたい。

・(塩田)それほど高額でないもないものまで見積もりを取らなけ

ればならないので補助金の申請がしにくい。

・(塩田)自治会管理の「〇〇センター」は、市の「指定緊急避難

場所」に指定されており、防災用資材は住民の自治会費から支払

うのではなく、全額市で負担すべきである。

・(塩田)緊急に必要な物品は予算もあるがその年度に対応して欲

しい（本年(令和5年)AEDを自治会が補助金なしで購入した）。

・(塩田)補助率アップをお願いしたい。防災資材が多く必要とな

る環境になってきた。

・(塩田)大変ありがたく思っているが、次年度までの補助額が、

その後、減額の見通しとのことだが、何とか確保できないか検討

して欲しい。

・(塩田)当自治会には防災用資機材がなく困っています。一式そ

ろえたいのですが。

・(塩田)本年度ホース3本申請したが補助は1本のみ。劣化が著し

いものがあるので2本は自治会で購入予定。来年度3本申請したの

でよろしくお願いします。

・(塩田)消防ホースはこれまで3本ずつ要望し要望どおりに補助

金が支給されたが、今年度は2本しか認められなかった。毎年3本

ずつ計画的に入替を行っているので要望どおり認められないのは

困る。

・(塩田)一年前に要望を出さなければならないが、緊急の場合は

予算が残っていればなんとかならないか。

・(川西)全額補助にならないか
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10 資源回収用具収納施設設置費補助金

11 ごみ集積場設置費補助金

・(城下)カラス除けネットが1つ4,000円近くする。ここ2年ほど

古くなっていて更新の希望や新規の要望が増えているので補助し

て欲しい。

・(川西)予算枠が少なく要望がなかなか通らない。修繕等は全額

自治会負担で行っており負担が重い。

12 資源回収促進交付金
・(川泉)自治会としても回収増を図っているが、回収業務等をボ

ランティアでやってもらっているので増額して欲しい。

1～4

・(城下)共同集会施設の補助内容は制限が多く、利用上のハード

ルが高いため、1年任期の役員は事務、調整の負担などを考える

と消極的になる傾向がある。コロナ禍で施設利用が大きく落ち込

んでいる理由もある（施設利用が特定の住民になりやすい）。

ハードルを下げる工夫があればお願いしたい。

・(塩田)共同集会施設において各班単位の集会場が老朽化又は無

い状態があり、自治会活動に支障があり補助金対象にして欲し

い。

1・3 ・(塩田)倉庫のようなものも含めて欲しい。

1～3

・(塩田)班の集会施設にも補助できないか。

・(川西)大変老朽化しており避難所としての機能に耐えられず改

修をするには事業の絶対額に対し補助率が低いので考えていただ

きたい。

5～12
・(城下)もう少し利用・理解しやすい（申請しやすい）工夫があ

ればお願いしたい。

その他

・(川泉)補助金制度の決定にはその時代の背景となった問題等が

ありその時の決定内容には妥当性があったと思う。しかしなが

ら、現状を見たときに果たしてその制度や補助内容が時代を反映

した内容になっているのか疑問に感じるところはある。今後、共

同集会施設が自治会単位で本当に必要となるのか、高齢化が進む

中で単なる集会施設でよいのか、それよりは、防災、避難要素を

取り入れた総合施設概要を公的に公開し、まちづくり協議会の施

設として発展させていくようなことは考えられないか？と思う。

・(川泉)現状の補助制度が現有施設の解体・撤去についての補助

も含まれているかわからないが、新築を前提とした解体・撤去工

事なら補助対象なのか？単に現有施設の解体・撤去工事を行う場

合は補助対象になるのか？もし対象にならないとしたら項目を追

加、明記して欲しい。
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【1-2】自治会に対する新たな補助の要望はありますか

・(城下)自由に使える補助があると助かります。

・(城下)費用補助よりも組織運営についての研修や相談員派遣など、ソフト面での支援が欲しい。

・(城下)年2回・3～6万円程度支出している市営・県営団地内の草刈り等の補助を考えて欲しい。

・(担当課への要望…情報提供済み)(川泉)公園管理委託契約として委託金が2万円/年支払われているが、

電気代(Ｒ4年度51,908円)、水道代(同37,863円)は自治会負担であるため増額を希望する。

・(川泉)高齢化が加速する中で自治会活動も制限されている。加えて就業年齢の高齢化も進んでおり自治

会運営は大変困難な状況にある。補助金は必要ないが、事務合理化、全世帯対象の情報伝達方法について

推進して欲しい。

・(塩田)自治会役員になる人がいない。どのように運営・活動を維持すべきか？また、年々自治会への加

入者が減ってきている。

・(塩田)お金の補助ももちろんだが、道路の停止線（白線）が薄くなったり一部消えていたりと危ない所

が多くある。白線の引き直しは要望しなくても巡回して引き直しをし、住民が交通事故にあわないよう整

備して欲しい。そのための職員を自治センターにおいてもらえれば解決できる問題だと思う。あるいは、

アスファルトを埋めて道の補修を自治会で行っているように、材料や用具を準備してくれれば、消えそう

な白線を自分たちで塗り直すことができるかと思う。

・(塩田)自治会役員に対する各事業や会議等に係る手当は10年以上変わっていない。年々役員のなり手が

いなくなる状況下であるので、補助を増やしていただくことで少しでも手当を上げたい。

・(塩田)今年の夏に資源ごみ回収場所に指定している「薬師堂」が自然災害により破損したが、宗教的な

事項もあり各種補助金の対象にならなかったため、自治会員に修理費の全額を負担してもらうことになっ

た。こうした場合に何か補助してもらえるようにして欲しい。

・(塩田)補助金ではなく各自治会に行政側の人を専属で1人配置してもらい、自治会の相談が円滑に進むよ

うな対策が欲しい。

・(塩田)公民館（自治会館？）の電気料補助・環境整備（草刈り等）補助

・(塩田)自治会の運営や活動内容について検討中

・(川西)除草剤購入補助など

・(川西)新たな補助希望はありませんが、高齢化率等を考慮して自治会への条件なしの補助金をいただけ

ると自治会費の徴収額を下げ負担減できる。

・(川西)組織運営に要する事務費については、役員のなり手が不足してきているため、報酬を引き上げた

い。

・(川西)各種活動費に要する事業費については、住民からの要望の中で自治会で対応できるものについて

は自治会で解決したいが、そのためには作業に出てもらうよう依頼した住民に少しでも多く報酬を出した

い。また、重機などの使用代を十分出したい。

・(川西)高齢化で自治会費の収入が減少しており、全体的に支援が必要と思われる。
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問２　自治会費収入について

【2-3】収入が減少していた場合、どんな対策をしていますか

【2-4】自治会費収入の減少に対する市の支援について

・(城下)未加入、退会者が増えているが転入者も増えているので現時点では収入減少はない。

・(城下)自治会員を増やすような活動をしている(人と人とのつながり等、啓蒙活動)

・(城下)今年度、自治会未加入ではあるが、除雪等に対応する協力費(3,000円/年)を負担していただいて

いる方を対象に協力費引き上げについてアンケートを実施した。今後検討を重ねていく予定。

・(川泉)今は特に何もしていないが、さらに減少が続くのであれば事業縮小を考えないといけない。自治

会への加入促進に努めているが、不在屋等が増加しており少しずつ収入は減少している。

・(川泉)年1,000円値上げするのに5年かかった。

・(塩田)ここ数年はコロナ禍で事業ができず支出が少ないが、今後は事業も回復すると予測される。

・(塩田)近年はコロナにより行事が減少していたが、今年から以前と同様に実施している。物価上昇が激

しいため、事業費、報酬などの支出を減らす検討しなくてはならな。また、このような中での(自治会費

の)値上げは厳しい。

・(塩田)支出を減らし運営・活動費の補助を市に願い出る。

・(塩田)新築の家や宅地造成地が何か所かあり、世帯は増える可能性がある。しかし、自治会未加入者が

増えると収入は減少していく。今のところ対策はしていない。

・(塩田)今は具体策がなく、年度ごとに検討することになる。

・(塩田)収入減少に対する対策はしていません（将来は分からない）。2020年：79世帯→2023年：72世

帯。

・(塩田)運営や活動内容を検討中

・(川西)自治会費は、男性は20歳～68歳3,000円/人、女性は20歳～63歳2,000円/人徴収しているが、女性

の年齢と徴収金額を男性の基準に合わせるか検討が必要。

・(川西)予算額に対して年度ごとの戸数等により負担をお願いしている。

・(川西)方針は決まっていない。

・(城下)自治会加入に対する住民のインセンティブを高める工夫を検討。退会理由の上位2つは「役員をや

りたくない」、「自治会に入るメリットがない」。

・(川泉)自治会費の補助よりは自治会の負担を軽減する対策を望む。自治会のあり方についても。

・(塩田)自治会に加入しなくてもそのまま生活できるとの声が広がっているので、お金の補助よりも自治

会加入の魅力などを理解してもらえるような施策を考えて欲しい。

・(塩田)現状維持できれば。

・(塩田)現在は減少していないが今後減少した場合補助が必要。

・(塩田)市からの若い住民に対する支援が多くありよい。ただし、若い住民は、それにより地域住民との

関わりを必要としない風潮があり、入会を拒否したり脱会する。

・(塩田)宝くじ助成金のような仕組みを考えて欲しい。

・(塩田)各自治会の自治会の実情を精査し、実情に応じた支援をお願いしたい。

・(塩田)今のところは不要。

・(塩田)収入に応じた活動を検討する

・(川西)自治会費が少しずつ減少しているのは高齢化が進み自治会費を徴収する対象年齢を過ぎた方が増

えていることが原因。予算の関係でできない事業もあるため市からの補助金の増額があればありがたい。
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問３　自治会対象の補助制度等の説明について

・(川泉)ほとんどの自治会長は任期1年なのでもっと詳しい説明が必要。

・(川泉)特に実例を紹介して欲しい。

・(塩田)アンケートの結果と分科会での検討結果をお知らせ願います。

・(塩田)役員は毎年変わるので説明会は毎年行って欲しい。

・(塩田)3月23日は短時間で説明されたのでわからないところもあったが、補助制度の申し込みがきた

時、担当の課に聞くと親切に教えてくれてありがたいが、地区連（塩田規模でも）だとより丁寧に説明し

てもらえるかと思う。

・(塩田)個々の事案が発生した場合はできるだけ担当部署に確認するようにしている。

・(塩田)冊子でいただいて、今までどおりその都度声掛けしていただけるとありがたい。

・(塩田)今後の自治会活動を考える時、一番気になるのは河川清掃(砂利や土を土手に上げる)や長い道路

沿いの草刈り、鳥獣防護柵の修理等、人数ときつい肉体労働が必要となる事業。年々自治会住民は高齢化

し、きつい肉体労働はできなくなり、その上自治会入会者も減少となると重労働を外注する、又は費用弁

償の額の引き上げも考えなくてはならない。そのために、地域に合わせて自由に使える補助金を出して欲

しい。

・(塩田)自治会により困っていることには違いがあるので、それに合う補助が欲しい。一律にするのはい

かがなものか？

・(川西)最近の補助実施自治会の「よもやま話」を聞きたい。
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